
２ (30点)

　複素平面上で 0でない相異なる複素数 α，β，γ と原点 O が同一円周上にあると

き，複素平面上で複素数
1

α
，

1

β
，

1

γ
は原点を通らない同一直線上にあることを示

せ．ただし，複素平面を複素数平面ともいう．

(有名問題 #202002)

[解答例](B20)

　 α, β, γ,O を通る円周の中心の複素数を cとすると，円周の方程式は原点を通るので

|z − c| = |c| (1)

と表せる．このとき，(1)をみたす z ̸= 0に対して w = 1
z を考えると，w = 1

z なので，w

は ∣∣∣∣ 1w − c

∣∣∣∣ = |c| (2)

をみたす．c ̸= 0に注意すると (2)は ∣∣∣∣w − 1

c

∣∣∣∣ = |w|

と同値であり，両辺の共役を考えると∣∣∣∣w − 1

c

∣∣∣∣ = |w|

となるので，z ̸= 0が (1)式をみたすとき，wは原点 O と点 1
c の垂直二等分線 lc 上に

ある．

また， 1
c ̸= 0なので lc は原点を通らない．

α, β, γ は (1)をみたすので，以上より 1
α ,

1
β
, 1
γ は原点を通らない同一直線 lc 上に存在す

ることが示された．

（証明終）
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